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外国語学研究科 （博士課程）概要 
大学院教育目標 

博士課程においては、従来の学問領域を学際的視点から再構築する、独創性と創造性を兼ね備えた研究者の

育成を目指す。 

アドミッション・ポリシー 

時代が大きく移り変わるなか、これまで世界を支えてきた秩序、体制が揺ぎ、新たな国際環境が生まれつつ

あります。絶えず変化する環境のなかで、それに応じた人材が社会に必要とされる一方、人文社会科学の価値

も問い直される時期にきています。 
本学では、こうした時代と社会の要請に応え、新しい知の体系の創造を担うことのできる幅広い学識と国際

感覚を有する学術研究者・教育者、および高度専門職業人の育成を教育の基本方針とし、修士課程と博士課程

を設置しています。 
大学院入学者選抜試験では、人文社会科学の各分野における専門的知識を有するとともに社会が直面する課

題に幅広い関心を持ち、国際的な場でも活動しうる外国語能力にすぐれた人材を求めます。 

＜博士課程＞ 
人文社会科学の最先端をリードし、国際的に貢献できる研究者を育成することを目的として、学術的動向の第一線

において独自の視点から問題の発見とその解決を行うための指導を行います。 
[求める学生像] 
１．人文社会科学における最先端に立とうとする強い意思を持った人 
２．現在の学術的動向を注視し、自らの視点により問題を発見しようとする人 

文化交流専攻の構成 

「言語コース」 

日本を起点としてアジア言語と欧米言語という大きな枠組みを設け、各言語の交流、接触と個々の言語の研究を

目指します。 
○授業担当専任教員  ※授業科目名は 2021年度時点の情報です。今後変更する場合があります。

授 業 科 目 名 2022年度担当予定者 

日本語演習（日本語習得研究） １・２ 
日本語演習（日本語文法研究） １・２ 
アジア言語演習（中国語歴史文法研究） １・２ 
アジア言語演習（東南アジア言語研究） １・２ 
アジア言語演習（現代ロシア語研究） １・２ 
アジア言語演習（日中対照研究） １・２ 
アジア言語演習（中国語意味論研究） １・２ 
欧米言語演習（語用論・談話分析研究） １・２ 
欧米言語演習（スペイン語文法・教授法研究） １・２ 
欧米言語演習（認知言語学研究） １・２ 
欧米言語演習（第二言語習得論研究） １・２ 

准教授   岩男 考哲 
教  授   福田 嘉一郎 

教 授   竹越 孝 
教 授   林 範彦 
教 授   金子 百合子 
教  授   下地 早智子 
教  授   任 鷹 
教  授   山口 治彦 
准教授   川口 正通 
教  授   本多 啓 
教  授   M. Sanz
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「文化コース」 

日本をྵ䜐アジア地ᇦ、中㏆東とアジアの一㒊をྵ䜐イス䝷䝮ᅪ、䝶ーロ䝑䝟と南໭ア䝯リ䜹に分け、そ䜜ら┦஫

の交流、接触と個々の文໬研究を行います。 
○授業担当専任教員 

授 業 科 目 名 2022年度担当予定者 
日本文໬演習（䝫䝢䝳䝷ー文໬史研究） １・２ 
アジア文໬演習（中国文学研究） １・２ 
アジア文໬演習（中国文໬研究） １・２ 
アジア文໬演習（⩻ヂ学研究） １・２ 
アジア文໬演習（ロシア文学研究） １・２ 
アジア文໬演習（ロシア思᝿史研究） １・２ 
欧米文໬演習（イ䜼リス文学研究） １・２ 
欧米文໬演習（イ䜼リス文໬研究） １・２ 
欧米文໬演習（ア䝯リ䜹文໬研究） １・２ 
欧米文໬演習（スペイン文学研究） １・２ 
欧米文໬演習（䝷䝔ンア䝯リ䜹文学研究） １・２ 
欧米文໬演習（中欧文໬史研究） １・２ 

准教授   山本 ᫛ᏹ 
准教授   ⤃㔝 㐩ஓ 
教  授   ⛙ ඙㞝 
准教授   E.Baibikova 
教  授  ΎỈ ಇ行 
教  授    ໭見 ㅍ 
教  授  す川 ೺ㄔ 
教  授  ྜྷ川 ᮁ子 
教  授  D.Farrah 
教  授  㔝ᮧ ❳ோ 

教  授  成田 ⍞✑ 
教  授   山அෆ ඞ子 

「ᅜ㝿♫఍コース」 

⃭動と変㠉の時代の中で大き䛟ᦂ䜜動いている国際社会を、そのᇶ┙となる地ᇦ社会の研究をฟ発点にしながら

┦஫㛵ಀをྵめて⥲合的に研究を㐍めます。 
○授業担当専任教員 

授 業 科 目 名 2022年度担当予定者 

国際法ᨻẚ㍑研究（国際ᨻ治学研究） １・２ 
国際⤒ ・̈̀⤒Ⴀẚ㍑研究（国際金⼥論研究） １・２ 
国際⤒ ・̈̀⤒Ⴀẚ㍑研究（⏘業組⧊論研究） １・２ 
国際⤒ ・̈̀⤒Ⴀẚ㍑研究（国際ၟົ論研究） １・２ 
地ᇦ研究（アジア地ᇦ論研究） １・２ 
地ᇦ研究（Ẹ᪘問題研究） １・２ 

准教授   ஬᭶ዪ ᚊ子 
准教授   Ụ㜰 ኴ郎 
教 授   田中 ᝅ 
教 授   中ᮧ 嘉孝 
教 授   ༓ⴥ ඾ 
教 授   大▼ 㧗ᚿ 

◊✲ᣦᑟయไ 

博士論文指導をྵめて、ཎ๎として༢一の指導教員による༢独指導యไをとっています。したがって本学博士課程

の各䝁ースに㐍学した場合、その専ᨷ分㔝にᛂ䛨て指導教員が指定䛥䜜、指定の指導教員の䜒とで 3年㛫研究指導
およ䜃論文指導をཷけます。た䛰し、専ᨷ分㔝のᛶ᱁ୖ、」ᩘの指導教員（୺、๪）による指導をཷけることがᮃまし

いとุ᩿䛥䜜る場合には、」ᩘ指導を行います。 
≉に言語、文໬の交流・接触を研究する場合には、専㛛を␗にする」ᩘの指導教員による研究指導యไをとること

が、本学博士課程の㊃᪨・≉ᚩにἢう䜒のであると考䛘ます。 
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䠏．ฟ㢪ᡭ⥆  㸦ᾏእᅾఫの᪉ࠊࡣ஦๓࣓࡟ー࡛ࣝ大学院ᢸᙜࡈ࡛ࡲ㐃⤡ࠋ࠸ࡉࡔࡃ㸧 
  ᚿ㢪者は、ฟ㢪᭩㢮を一ᣓし、ゅᙧ２ྕ のᑒ⟄を用いて、⡆᫆᭩␃㏿㐩で下グのฟ㢪ᮇ㛫ෆに本学にᚲ╔するよ

うに㒑㏦または持ཧして䛟䛰䛥い（ᑒ⟄の⾲に䛂博士課程ධヨฟ㢪᭩㢮在中䛃とᮒ᭩きして䛟䛰䛥い）。 
※指導をᕼᮃする教員に㐃⤡をྲྀり、今後行う研究䝔ー䝬に䛴いて指導ྍ⬟な分㔝であるかを☜認のୖ、ฟ㢪

して䛟䛰䛥い。教員との㐃⤡᪉法に䛴いては、p.8を䛤ぴ䛟䛰䛥い。 

（１）ฟ㢪ᮇ㛫

2022年 1᭶4日（ⅆ）から 2022年 1᭶11日（ⅆ）まで䛆ᚲ╔䛇
※持ཧの場合は、8時30分䡚12時30分、13時30分䡚17時 （ᅵ日⚃を㝖䛟）に❆口にお越し䛟䛰䛥い。

（２）ฟ 㢪 先

䛈651-2187  ⚄ᡞᕷす༊学ᅬ東⏫9୎目1  ⚄ᡞᕷ外国語大学  研究ᡤ䜾䝹ー䝥大学㝔担当

（䠏）ྲཱྀ 㦂ୖ≉ูな㓄៖をᚲ要とするᚿ㢪者に䛴いて 
 㞀がい※を᭷する場合、ཷ㦂ୖおよ䜃ಟ学ୖの㓄៖をすることがありますので、ฟ㢪๓にあらか䛨め大学㝔担当

に⏦しฟて、┦談を行って䛟䛰䛥い。 
┦談ᮇ㛫  2021年11᭶12日（金）まで 

※㞀ᐖ者ᇶ本法（᫛࿴45年法ᚊ第84 ）ྕ第2᮲第1ྕにつ定する㞀ᐖ者のことで、㌟య㞀ᐖ、知的㞀ᐖ、⢭⚄㞀ᐖ（発㐩㞀
ᐖをྵ䜐）その௚のᚰ㌟のᶵ⬟の㞀がいがある者を指します。

（䠐）ฟ㢪᭩㢮➼ 
᭩ 㢮 ➼ の 名 ⛠ ᦬   要 

䐟 ධ学㢪᭩・ཷ㦂⚊ 本学ᡤ定の用⣬にᚿ㢪者本人がグධし、෗┿を㈞り௜けて䛟䛰䛥い。 

䐠
ಟ஢ド᫂᭩または 
ಟ஢見㎸ド᫂᭩ ฟ㌟大学大学㝔の学㛗または研究科㛗がస成した䜒の（ཝᑒ） 

䐡 学業成⦼ド᫂᭩ ฟ㌟大学大学㝔の学㛗または研究科㛗がస成した䜒の（ཝᑒ） 

䐢 ಟ 士 論 文 ➼ 
ಟ士論文2㒊。ಟ士論文をᥦฟしないでಟ஢した場合は、そ䜜に代䜟る研究論文をᥦฟ
して䛟䛰䛥い。なお、ᥦฟ䛥䜜た論文➼は㏉༷しま䛫䜣。  

䐣 研  究  ィ  ⏬  ᭩ 

2㒊（β ᘧ任意）。A4用⣬を౑用しྑୖにẶ名・ᚿᮃする䝁ースをグධして䛟䛰䛥い。 
（１） స成言語 
・ⱥ語学/ⱥ米文学・文໬㡿ᇦ 日本語またはⱥ語 
・ロシア語学/ロシア文学・文໬㡿ᇦ 日本語またはロシア語 
・中国語学/中国文学・文໬㡿ᇦ 日本語または中国語 
・イス䝟䝙ア語学/イス䝟䝙ア文学・文໬㡿ᇦ 日本語、ⱥ語またはイス䝟䝙ア語 
・ୖ グ௨外の㡿ᇦ 日本語のみ 

（２） 研究課題 
在学中に行う研究䝔ー䝬を日本語50Ꮠ┦当でグして䛟䛰䛥い。

（䠏） 研究目的 
在学中に、ఱを、䛹こまで解᫂するかに↔点を⤠って日本語 1,000 Ꮠ┦当でලయ的
にグして䛟䛰䛥い。

（䠐） 研究ィ⏬ 
研究目的を㐩成するためのィ⏬・᪉法を年度䛤とにグして䛟䛰䛥い。

2022年度  日本語400Ꮠ┦当 
2023年度  日本語300Ꮠ┦当 
2024年度  日本語200Ꮠ┦当 

（䠑） ᚑ᮶の研究⤒㐣・成ᯝとの㛵㐃 
ᚑ᮶の研究⤒㐣・成ᯝがこの研究ィ⏬を᥎㐍するう䛘で䛹のように㛵㐃するか、日本

語1,000Ꮠ┦当でㄝ᫂して䛟䛰䛥い。
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䠔．ධ学時ᮇ 
2022年4᭶  ධ学ᘧの日時➼は、合᱁通知にྠᑒします。 

䠕．㛗ᮇᒚಟ学生ไ度 
⫋業➼を᭷する➼の஦情により、研究・学習ά動の時㛫にไ⣙があり、ᶆ‽ಟ業年㝈（3 年）ではಟ஢することが㞴

しいため、一定のᮇ㛫に䜟たりィ⏬的に教育課程をᒚಟしಟ஢することをᕼᮃする場合に、そのィ⏬的なᒚಟを認め
るไ度です。 
ฟ㢪時に、⏦ㄳ᭩（㛗ᮇᒚಟ⏦ㄳ᭩）と、在⫋ド᫂᭩➼㛗ᮇᒚಟがᚲ要であるとド᫂できる᭩㢮をῧ䛘て⏦ㄳして䛟

䛰䛥い。口㏙（㠃接）ヨ㦂の際に、ᕼᮃ⌮⏤➼に䛴いて㉁問を行い、ᑂᰝを行います。 
※㛗ᮇᒚಟ学生ไ度を⏦ㄳ予定の᪉は、஦๓にᚲ䛪本学大学㝔担当に䛤┦談䛟䛰䛥い。
※ධ学後の⏦ㄳはཷ௜けま䛫䜣。
※ෆᐜ☜認のため、㏣ຍで᭩㢮のᥦฟを求めることがあります。
※ヲ⣽は、本学䝩ー䝮ページにて☜認䛟䛰䛥い。

・対㇟者
ධ学をチྍ䛥䜜、௨下の⌮⏤によりᑵ学時㛫がไ㝈䛥䜜る者。
䐟 ⫋業を᭷し、ᑵ業している
䐠 ᐙ஦、育ඣ、௓ㆤ➼の஦情を᭷する
䐡 その௚䜔䜐を得ない஦情によりᶆ‽ಟ業年㝈でಟ஢することがᅔ㞴である
※␃学生（␃学䝡䝄ྲྀ得（見㎸）者）は対㇟外。

・ᒚಟᮇ㛫
ᶆ‽ಟ業年㝈（3年）を越䛘た場合で、在学年㝈の範ᅖෆ（6年）で 1年༢఩。

・授業ᩱ
ᶆ‽ಟ業年㝈分の授業ᩱ⥲㢠に┦当する㢠を、㛗ᮇᒚಟᮇ㛫にᛂ䛨て⣡௜。

10．在学ᘏ㛗ไ度 
本学大学㝔博士課程に在⡠する者で、学఩論文（博士論文）のᇳ➹のためにᶆ‽ಟ業年㝈（3年）を㉸䛘てᘬき⥆き

研究ά動を行う者に、在学を認めるไ度です。 

・対㇟者
௨下のす䜉てにヱ当する者
䐟(在学ᘏ㛗㐺用時点で)ᶆ‽ಟ業年㝈（3年）௨ୖ在学していること 
䐠(在学ᘏ㛗㐺用時点で)ಟ஢にᚲ要な༢఩を඲てྲྀ得していること 
䐡(在学ᘏ㛗㐺用時点で)博士論文ᇳ➹チྍをྲྀ得していること  
䐢在学をᘏ㛗することに䛴いて指導教員からのᢎ認を得ていること 

・授業ᩱ
在学ᘏ㛗ไ度がチྍ䛥䜜た者は授業ᩱが඲㢠ච㝖䛥䜜ます。
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■教員との連絡方法

※指導をᕼᮃする教員に㐃⤡をྲྀり、今後行う研究䝔ー䝬に䛴いて指導ྍ⬟な分㔝であるかを☜認のୖ、ฟ㢪し

て䛟䛰䛥い。

研究分㔝な䛹に䛴いての㉁問がある場合、ཎ๎としてᚿ㢪者が┤接、教員ᐄに㟁子䝯ー䝹で㐃⤡をྲྀって䛟䛰䛥

い。その際、䐟Ặ名䐠㐃⤡先（䝯ー䝹アド䝺ス、㟁話␒ྕ、ఫᡤな䛹）䐡学歴䐢指導教員をᚿᮃする⌮⏤䐣研究ෆ

ᐜをᚲ䛪グ㍕して䛟䛰䛥い。 

 䝯ー䝹アド䝺スは、⚄ᡞᕷ外国語大学䝩ー䝮ページの教員⤂௓のページ（䝖䝑䝥ページ䊻研究ά動䊻教員⤂

௓）をཧ照して䛟䛰䛥い。䝯ー䝹アド䝺スのᥖ㍕がない場合は、指導をᕼᮃする教員がᡤᒓしている専ᨷඹ᭷の下

グ䝯ー䝹アド䝺スまで㐃⤡して䛟䛰䛥い。（専ᨷにᡤᒓする඲教員にᒆきますので、ᚲ䛪䛹の教員ᐄかを᫂グして䛟

䛰䛥い。） 

専ᨷ ࣓࣮ࣝࢫࣞࢻ࢔ 
ⱥ語学専ᨷ grad-info-eng@inst.kobe-cufs.ac.jp 
 語学専ᨷ grad-info-rus@inst.kobe-cufs.ac.jp࢔ࢩࣟ
୰国語学専ᨷ grad-info-chn@inst.kobe-cufs.ac.jp 
 語学専ᨷ grad-info-esp@inst.kobe-cufs.ac.jp࢔ࢽࣃࢫ࢖
国際関ಀ学専ᨷ ἲᚊ・ᨻ἞ grad-info-law@inst.kobe-cufs.ac.jp 

⤒῭・⤒Ⴀ grad-info-ecn@inst.kobe-cufs.ac.jp 
文化 grad-info-cul@inst.kobe-cufs.ac.jp 

᪥本࢔ࢪ࢔ゝ語文化専ᨷ grad-info-jp@inst.kobe-cufs.ac.jp 

問い合䜟䛫から 7日௨ୖ⤒㐣して䜒、教員から㐃⤡がない場合は、大学㝔担当までお問い合䜟䛫䛟䛰䛥い。 

（その際䜒ୖグ䐟䡚䐣をグ㍕して䛟䛰䛥い。） 






